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冷媒配管の断熱に関する注意 

 

当社ビル用マルチエアコンでは、冷房期で液管は概ね１０℃、ガス管は概ね０℃まで温度が低下す

ることが想定されます（機種により多少差が出ることがあります）。 

このため、冷媒配管の断熱は、必ず液管とガス管とを別々に十分な厚さの耐熱ポリエチレンフォー

ムで、室内ユニット、分流コントローラと断熱材、および断熱材間の継ぎ目に隙間のないように行っ

てください。また、断熱材のテーピング、バンドをきつく巻くと断熱材の厚みが減少し、断熱性能の

低下になりますので、きつく巻きすぎないように注意してください。 

断熱工事が不十分だと露たれ等が発生することがありますので、特に天井裏内の断熱工事は、細心

の注意が必要です。 

 

断熱材の仕様は以下の規格を満足していることを確認ください。なお、断熱材の材質はポリエチレ

ンフォーム（ＪＩＳ Ａ ９５１１）を前提としております。 

 

●断熱材厚さ 

・Ｒ２シリーズ、ＷＲ２シリーズの場合 

高圧管 １０ｍｍ以上  室外ユニット－分流コントローラ間 

低圧管 ２０ｍｍ以上  

配管サイズ ６．３５～２５．４ｍｍ １０ｍｍ以上 分流コントローラ－室内ユニット間 

配管サイズ ２８．５８ｍｍ １５ｍｍ以上 

 

・Ｙシリーズ、ＷＹシリーズの場合 

配管サイズ ６．３５～２５．４ｍｍ １０ｍｍ以上 室外ユニット－室内ユニット間 

配管サイズ ２８．５８～３８．１ｍｍ １５ｍｍ以上 

 

※最上階など高温多湿の条件下で使用する場合は、上表以上の厚さが必要となる場合があります。 

※客先指定の仕様がある場合は、上表の規格を満足する範囲でそれに従ってください。 

 

●耐熱温度 

１００℃以上 

 

●その他断熱施工上の注意 

現地配管との接続部は以下の図のように、断熱材同志の重なりしろを確保し断熱材と断熱材の間

に隙間が出ないように注意してください。 

 

隙間をあけないこと

ユニット側断熱材
断熱材

（現地手配）

バンド、テープ等にてしばる

現地配管断熱材

ラップ代 40mm以上

隙間のないようにテープ等でしばること

 
※断熱材の収縮を考慮して、適宜寸法調整してください。 


